
教化名 年間授業時数 学年

朧 備

保健

備

計

19時間
98口寺F翻
117時間

3

授業形態 指導者名
2ク ラス合同・ 3学年合同 (縦割り醐 鈴木 浩司・森 逸美・柏木 洋輝

教科書(発行所) 最新 中学校保健体育(株式会社 大惨贈割∋

教科書以外の教材(発行所) 中坤 l挿式△封土学研教育みらい)

目 標

学習のねらい

体育や保健の見方・考え方を働かせ,課題甦発見し,合理的な解決に向けた学習過程を

通して,心と体を一体として捉え,生涯にわためて心身の健康を保持増進し豊かなスポー

ツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)運動の合理的な実践を通して,運動の楽しさや喜びを味わい,生涯にわたつて運動

を豊力ヽこ実践することができるよう1こするため,運動,体力の必要性について理解す

るとともに,基本的な技能を身に付けるよう1こする。

(2)運動についての自己や仲間の課題を発見し,合理的な解決に向けて思考し判断す

るとともに,自己く。イ中間の考えたことコ艤訥こ伝える力を養う。

(3)運動における競争や協働の経験を通して,公正に取り組む,互いに協力する,自己

の責任を果たす,参画する,一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て

るとともに,'き康・安全を的保して,生涯にわたつて運動に親しむ態度を養う。

《備 分野》

1体つくり運動
体を動かす楽しさやサ山斑はさを味わい,運動を継続する意義,体の構造,運動の原則

などを理解するとともに,健康の保持増進や体力の向上を目指し,目的に適した運動

の計画を立て取り組む。

2瑠肋睡動

技ができる楽しさや喜びを味わい,運動観察の方法や体力の高め方などを理解する

とともに,自己に適した輯 ることができるようにする。

3日豊上J瘍吐支
記録の向上や競争・の楽しさや喜びを味わい,体力の高め方や運動観察の方法などを

理解するとともイこ,各′種目特有の技能を身にイ寸けることができるようにする。

4難
勝敗を効 楽しさや喜びを味わい,体力の高め方や運動観燦の方法などを理解すると

ともに,作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開する。

5鑓
技を高め勝Pttを競う楽しさや喜びを味わい,伝統的な考え方,技の名称や見取り稽古

の仕方,体力の高め方などを理解するとともに,基本動作や基本となる技を用いて攻

Fノ与を展開することができるよう1こする。

6ダンス
感じを込めて踊つたり,みんなで自由に踊つたりする楽しさや喜びを味わい,踊りの特

徴と表現の仕方や運動観察の方法などを理解するとともに,イメージを深めた表現や

踊りを通した交流韓 する。



・教科書の内容を中心に,ノート・奉姉わリントなどから出題する。出題方針

第1回考査 なし

体つくり運動・陸上競技・>求技・保健 など第2回考査

第3回考査 なし

なし第4回考査

陸出期労力雄支・ダンス・保健 など呂
子年締

範囲

(予定)

定期考査

7体拙 論:文化としてのスポーンの意義
体つくり運動,ダンスや野外活動などを含む広義のスポーンが,人々の生活や人生を

豊かにするかけがえのない文化となつていること,また,そのような文化としてのスポ

ーツが世界中に広まっていることによつて,現代生活の中で重要′F役割を果たしてい

ることなどの現仔 ポーツの価値について理解韓 るよう1こする

《帥 》

1健康′ぶ生活跡 の予防
似劫調幾症の予「ノt
⑫感築症の予防

感染症は,病原体が環境を通じて主体へ感染することで越 る疾病であり,適

切な対策を講ずることにより感染のリスクを軽減することができることを,例え

ば,結核,コレラ,ノロウイアレスによる感染性胃腸炎,麻疹,風疹など純
~且
取

り上げ理解笙 るよう1こする。

⑦エイパ及び性感染症の予防
エイパ及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題になつていること

力ち,それらの疾病概念や感染経路について蜂 るようにする。

(力)健康を守る社会の取組

健康の保持増進や疾病の予防には,健康的な生活行動など個人が行う殿

ともに,社会の取組が有効であることを理解て港るよう1こする。

2鏃 研競
(ア)身体の環境に紺する醐 電魂節囲

の気温の変化に対する適応能力とその限界

気温の変化に対する体温調節の機能を例として取り上げ,身体には,環境の

変化に対応した調節機能があり,一定の範囲内で環境の変化に適応する能力

があることを蜂 るようにする。

⑦ユ輯 明るさの柳

温度,湿度,気流の温熱条件には,人間が活動しやすい至適範囲があること,

温熱条件の至適範囲は,体温を容易に一定に保つことができる範囲であるこ

とを鞭 きるよう1こする。

lイ醐 や空気の衛生的管理

⑫飲料水の衛生的管理

水は,人間の生命の維持や礎嫌な生活と密接な関わりがあり重要な役割を果

たしていること,飲料水の水質については一定の基準が設けられており,水道

施設を設けて衛生的な水を存E保していることを理解できるよう1こするとともに,

飲料水としての適否は科学的な方法によつて検査し,盤 れていることを理
解盛 るようにする。

⑦空気の衛生的管理

室内の二酸化炭素は,人体の呼吸作用や物質の燃焼により増加すること,そ

のため,室内の空気が汚れてきているという指標となること,定期的な換気は

室内の二酸化炭素の濃度を衛生的に管理できることを理町<送るよう1こする。

(ウ)生活イ群的廃棄物の衛生的管理

人間の生活に伴ちて生じたし尿くヽ。ごみなどの廃棄物は,その種類に即して自

然環境た汚染しないように衛生的に夕と理されなければならないことを理解でき

るよう1こする。



評価の観点

・評価の方法

・評価の観点は、①知識・技能、②思考力・判断力!表現力など、③主体的に学習に取り

組む態度、の3項目とする。

l(体育分野〉l
・評価の方法は、自己評価。相互評価。レポート提出・運動賊能レスト・出席状況など、に

より、絲¥却的I導魏RttI噺削断する。
・毎時間が評価の対象であり、数回の運動技能レストもなわ。

《醐 》

・評価の方法は、定期考査。提出したノートやレポートなどの記述内容、出席状況など、

1こより、雑洋平均Iヨ観旅暢町1こ評印附ナる。

先生からアドバイス

(予習田復習の方法、

授業の受け方、

ノートの取り方など)

(l体育分野l〉
・更衣を早くして、授業には遅刻しなし、
・体調の自己管理をし、体調が悪いときには担当教師に申し出る。[付箋などを活用]

・準備物を整えて、忘れ物をしなヤ比

《醐 》
・保体ファイルやノートなど、提出物を大切にする。

ファイルやノートなど記述内容の評価は大きヤヽので、しつかりと考察して提出しましょう。

・準備物を整えて、忘れ物をしない。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )
朝 月 学 習 内 容 時数 学 習 の ポ イ ン ト

前期

4

5

6

7

8

9

・体つく蜘聾効(体ほぐしの運動)

・体つくり運動(体力を高める運動)

・I二醜  (短距離走・リレー)

・文化としてのスポーツの意義

・球技(ハンドドール)

・遇割訴節重目
□武道倹噛  □球技(テニス・卓球l

・健康な生活と疾病の予防

《第2回考査》

・ダンス(フォークダンス)

・球技 (バスケットボールl

呵垂林野重目

□武道倹噛  □球技(テニス・=評鵜
・健康な生活と疾病の予防

6

6

6

6

4
4

8

4

4

8

4

・自己の体に気礎 、仲間と売脆する。
・上級生と下級生の交流を深める。

・互いに協力し
'Fが
ら、体力を高める。

・安全に留意し、基本技術を習得する。

・互い協力しながら、手際よく測縦 るよう1こする。

・運動時スポーツについて理解残深める。
。安全に留意し、互いに協力し′Fがら、基本技術を習

得する。また、練習やゲーム暫力。

・安全に留意し、互いに協力し
'ぶ

がら、基本技術を習

得する。また、練習やゲーム約 。

・生活の中で、改善や実践の仕方を理解する。

。互いイこ

・安全1こ離 、互いイこ協力しながら、効 習

得する。また、練習くげ―ムわ 。

・安全に留意し、互いに協力し″演がら、基本技術を習

得する。また、練習やゲーム締 。

・生活の中で、改善や実践の仕方を理解する。

後期

10

11

12

1

2

・球技 (バスケットボール)

・邁勤噸重目

回武道俄噛  回球技(テニス・I許鵜
・健康と環境

・テ求技 (バレーボール)

・陸J刻支(長甚酢 走l

・邁勤町重目

□
―
□脚 ロダンス

《年度末考査》

4

12

11

8

10

12

。安全に留意し、互いに協力しテFがら、基本技術を習

得する。また、練習やゲーム暫わ。

・安全に留意し、互いに協力し′浪がら、基本技術を習

得する。また、練習やグーム約 。

・生活の中で、改善や実践の仕方を理解する。

。安全に留意し、互いに協力しながら、基本技術を習

得する。また、練習やゲームわ 。

。自分の目標を立て、ペースを設定して安註 たタイ

ムで走ることを最上位の日標とする。

・安全に留意し、互いに協力しテFがら、基本殺術を習

紺 る。

総時間数 117 体育 98時間 保健 19時間



教 科 名 年間授業時数 学 年

技術・家庭科 (技術分野 ) 20 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 木挽屋 菜摘

教科書 (発行所 ) 技術・家庭 技術分野 ( 開隆堂 )

教科書以外の教材 (発行所) 技術・家庭ノー ト ( 開隆堂 )

目  標

実践的・体験的な学習活動を通してエネルギー変換及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び

技術を習得するとともに、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め、技術を適切に評価

し活用する能力と態度を育てる。

学習のねらい

D 情報の技術
(1)生活や社会を支える情報の技術について調べる活動などを通して,次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 情報の表現,記録,計算,通信の特性等の原理・法則と,情報のデジタル化や処理の自動化,システム化,情報セキュリテ
ィ等に関わる基礎的な技術の仕組み及び情報モラルの必要性|こついて理解すること。

イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。
(2)生活や社会における問題を,ネ ットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングによつて解決する活動

を通して,次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 情報通信ネットワークの構成と,情報を利用するための基本的な仕組みを理解し,安全・適切なプログラムの制作,動作の
確認及びデバング等ができること。

イ 問題を見いだして課題を設定し,使用するメディアを複合する方法とその効果的な利用方法等を構想して情報処理の手順を
具体化するとともに,制作の過程や結果の評価,改善及び修正について考えること。

(3)生活や社会における問題を,計測・制御のプログラミングによつて解決する活動を通して,次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 計測・制御システムの仕組みを理解し,安全・適切なプログラムの制作,動作の確認及びデバング等ができること。
イ 問題を見いだして課題を設定し,入出力されるデータの流れを元に計測・制御システムを構想して情報処理の手順を具体化
するとともに,制作の過程や結果の評価,改善及び修正について考えること。

(4)これからの社会の発展と情報の技術の在り方を考える活動などを通して,次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。

ア 生活や社会,環境との関わりを踏まえて,技術の概念を理解すること。
イ 技術を評価し,適切な選択と管理・運用の在り方や,新たな発想に基づく改良と応用について考えること。

定 期 考 査

出題方針
教科書の内容を中心に、技術・家庭総合ノート、問題集、教材プリントなどから出

題する。

範  囲

(予定)

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第 4回考査

年度末考査

実施しない

D情報の技術
〇計測・制御のプログラミング

実施しない

実施しない

D情報の技術
○双方向性のあるコンテンツのプログラミング

評価の観点・

評価の方法

○評価の観点は、 「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の 3

項目である。

O具体的な評価は、定期考査、授業中での作品、技術・家庭ノー ト、教材プリント、レポー トなど

を適正に活用して総合的に行う。また必要に応じて自己評価も取り入れる。

先生からア ドバイス

(予習・復習の方法、授業

の受け方、ノー トの日文り

方など)

技術は、実践的。体験的な学習活動を通して、情報やコンピュータの活用に関する基礎的な知識と

技術を習得するとともに、プログラミングに関する学習を通して、将来の自分の夢を実現するとき

にいかされる技術的素養を身に付ける学習です。

技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に活用する能力と態度を身に付けることが

大切です。学習を通して、将来の自分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身に付けまし

ょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

鞠 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

日U

期

後

期

4

５

　

６

　

７

9

10

11

12

1

2

○情報の技術

0情報とコンピュータ
・コンピュータの構成

・コンピュータの機能と装置

・コンピュータを使つて機器を自動で動かすしくみ

・コンピュータによる処理のしくみ

●計測・制御による問題解決

《第 2回考査》

0情報の表現と伝達
・使いやすさを工夫した情報の表現

・メディアを利用した情報の表現
・情報通信ネットワークのしくみ

・Webの しくみと情報の表現
●双方向性のあるコンテンツによる問題解決

0情報とコンピュータ
・情報のデジタル化
・デジタル情報の特徴

0情報セキュリティと情報モラル
・情報セキュリティ
・情報モラル

・知的財産の保̂護と活用

《年度末考査》

0これからの情報の技術

1

6

2

2

1

・コンピュータシステムの構成とソフトウェアの働きを知る。

・コンピュータがもつ主な機能と主な装置の仕組みを知る。

・計測・制御システムの基本的なしくみと各要素のはたらきを

知る。

・プログラムによる処理の自動化の方法を知る。

・使用するロボットにおける基本のプログラムを制作する。

・計測・制御のプログラミングを利用した問題解決め手順を知

る。

・課題の解決策を条件を踏まえて構想する

。プログラムの試行・試作を通じて設計を具体化し、フローチ

ャートにまとめる。

・情報の使いやすさやわかりやすさに関する工夫を知る。

・情報の表現手段やコンテンツの特徴を知る。

・情報通信ネットワークの構成や情報をやりとりするしくみを

知る。

・Webにおける情報の表現方法を知る。
・互いにコメントなどを送受信できる簡易なチャットのプログ

ラムを制作する。

・双方向性のあるコンデンツのプ歯グラミングを利用した問題

解決の手順を知る。

・課題の解決策を条件を踏まえて構想する

・プログラムの試行・試作を通じて設計を具体化し、フローチ

ャー トにまとめる。

・情報のデジタル化のしくみやデジタル情報と情報の量の関係

を知る。

・デジタル化された情報の特徴や情報を圧縮する目的と基本的

な仕組みを知る。

・情報セキュリティの重要性と危険を防ぐための技術を知る。

・基本的な情報セキュリティ対策をまとめる。

・情報モラルの必要性と情報を収集・発信するときに注意する

ことを知る。

・情報社会で人権などの権利を尊重する必要性を考える。

・知的財産を保護する必要性と利用方法を知る。

・知的財産の望ましい活用を考える。

・情報の技術での学習を振り返る。

・情報の技術の見方・考え方について考える。

・情報の技術を評価し、適切な選択と管理・運用のあり方や、

新たな発想に基づく改良と応用について考える。

総 時 間 数 20



教 科 名 年間授業時数 学 年
技術・家庭科 (家庭分野) 19 3

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 月ヽ 山 有 紀

教科書 (発行所) 技術・家庭  家庭分野 (開隆堂)
教科書以外の教材 (発行所) 中学校技術・家庭科用 技 。家ノー ト 家庭分野 (開隆堂)

目   標

生活の み に る見方 :考え方を働かせ、 どに する実践的 。体験的な活動を通して、

よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目

指す。
(1)家族。家庭の機能について理解を深め、家族 。家庭、衣食住、消費や 環境などについて、

生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるように

する。
(2)家族 。家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど、これからの生活を展望

して課題を解決する力を養う。

(3)自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働し、よりよい

生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする 実践的な態度を養 う。

学 習 の

ね ら い

A 家族 。家庭生活
(2)幼児の生活と家族
ア 次のような知識を身に付けること。
(ア)幼児の発達と生活の特徴が分かり、子供が育つ環境としての家族の役割について理解す
ること。

(イ)幼児にとつての遊びの意義や幼児との関わり方について理解すること。
イ 幼児とのよりよい関わり方について考え、工夫すること。
(3)家族・家庭や地域との関わり
ア 次のような知識を身に付けること。
(ア)家族の互いの立場や役割が分かり、協力することによつて家族関係をよりよくできるこ

とについて理解すること。

(イ)家庭生活は地域との相互の関わりで成り立っていることが分かり、高齢者など地域の
人々と協働する必要があることや介護など高齢者との関わり方について理解すること。

イ 家族関係をよりよくする方法及び高齢者など地域の人々と関わり、協働する方法につい
て考え、工夫すること。

C消費生活
(1)金銭の管理と購入
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア)購入方法や支払い方法の特徴が分かり、計画的な金銭管理の必要性について理解すること。

(イ)売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応について理解し、物資・サービスの選択に必

要な情報の収集・整理が適切にできること。

イ 物資・サービスの選択に必要な情報を活用して購入について考え、工夫すること。

(2)消費者の権利と責任
ア 消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理

解すること。

イ 身近な消費生活について、 立 としての を考え、工夫するこ

定 期 考 査

評価の観点 ロ

評価の方法

目  標

出題方針 教科書とノー トの内容を中心にプリント、ワークシー トからも出題。

範 囲
(予定)

第 2回考査 ・金銭の管理と購入  ・消費者の権利と責任

年度末考査
・幼児の生活と家族

・家族・家庭や地域との関わり

学 習 の

ね ら い

・評価の観点は家庭科の「知識。技能」「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」の3点とする。

・授業への取り組み方、発表,プレゼン・レポ▼卜、ワークシートの記述等から総合的に評価する。

定 期 考 査

。忘れ物をしない。   。時間を守る。   。人の話を集中して聞く。
・課題をきちんと行い提出する。   ・学習内容を家庭で実践する。
。自らの家庭生活を見つめ、家庭生活に対する課題や考えをもつ。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)
学

期
月 学 習 内 容 時数 学 習 の ポ イ ン ト

日町

期

4

5

6

7

8

9

○家庭生活と消費

①消費生活のしくみ

②家庭生活における収入と支出

O購入・支払いと生活
①いろいろな購入方法

②購入前に知つておくこと

③いろいろな支払い方法

④情報を活用した上手な購入

○消費者被害と消費者の自立

①なくならない消費者被害

②消費者を支えるもの

③消費者の権利と責任

く第 2回 考 査 〉
O幼児の生活と家族
①幼児のころと今の自分

②幼児の体の発達

③幼児の心の発達

④発達にとつてのおとなの役割

1

1

1

1

1

1

1

0,5

0.5

1

1

1

1

・物資とサービスの特徴がわかる。

・消費生活のしくみがわかる。

・収支のバランスをはかり、計画的に金銭管理する必要があ

ることがわかる。

・店舗販売と無店舗販売の特徴がわかる。

・売買契約について問題発生の原因や予防方法を含め、理

解する。

・即時払い、前払い、後払いの特徴を理解し、利点と問題点

を理解する。

・生活情報の収集や平舌用のしかたを理解し、目的に合つた商

品を選ぶことができる。

・消費者被害の現状や背景について理解して予防の方法が

わかる。

・消費者を支えるしくみについて理解できる。

・消費者の権利と責任について理解し、自立した消費者をめ

ざす。

・幼児期への関心をもつ。

・幼児の身体の発育について、発達の方向性や順序性

とともに、個人差があることを理解する。

・幼児の言語 。認知・情緒 。社会性等の発達について

理解する。
。子どもが育つ環境としての家族や周囲のおとなの役

割について理解する。

後

期

10

11

12

1

2

⑤遊びが必要なわけ

⑥遊びを支える乗境

○家庭生活と地域のかかわり

①家庭生活と地域での活動

②多様な人びとが暮らす地域

③地域に暮らす高齢者

④高齢者とのかかわり

く年 度 末 考 査 〉

1

2

1

1

1

1

。自分の実践的・体験的な活動を通して、幼児にとつ

ての遊びの意義を理解する。

・幼児にとつて遊びは生活そのものであり、十分な遊

びを経験できる環境が重要であることを理解する。

。家庭生活は、地域との相互のかかわりで成り立って

いることを理解する。

・地域で多様な人びとが暮らせるための工夫を理解す

る。

。地域で活動する高齢者や、見守りが必要な高齢者な

どさまざまな高齢者がいることを理解する。
。地域で活動する高齢者や見守りが必要な高齢者との

かかわりを考える。

総 時 間 数 19



教 科 筈 棚 激 学 年

英  語  (英語・:寿誕 ) 195 3

授業形態 指導者名

習熟度別による少人数授業およびと斉授業 輛 J展 美 KttinGlenn Phittr

教科書 (発行所 ) NttHORIZON ttnglshCourse3( 東京喜曇籍 )

教科書以外の教材(発行所 )

・実力練成テキスト3側 里)
・中高―買テキストNEWttRE ttge2Third□蘭ng会出片反)
・ NttVttREAttREゞ筋罪駅駐驀助鞍2α会出片反)
・チャンクで英鞘認艶nda潤 (三倒

目  標
外国語 CttЭ によるコミュニケーションにおける助 ・者え方を回かせ、魁 ∃こよる「間くこ

と」、配 こと」、願 こと (やりとり)G湯③」、「書くこと」の言語適動を通して、簡単な醜
者えなどを理解したり表例したり伝え合つたりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成する

ことを目指す。

学習のねらい

・言語の4技能5領域 (「間くこと」「話すこと (やりとり)(発表)」「読むこと」「書くこと」
をバランスよく学習する。
・2側語程度のまとまつた英語を聞いて、その内容を理解することができる。

・質問・応答・紹介・交渉・説明・論理的な自己表現などができる。

・2∞語程度のまとまつた英語を読んで、その内容を理解することができる。

・基本的な文法・語いを使つて、30砺吾程度のまとまった英語を書くことができる。

定期者査

蜘 十

中高二貫テキストNEWTR〔AttRE― を中心十二 検定教科書にも触れながら、冨跡醐
F― 朋 リント胸 ら出題す乙
L隊れ〕Q咽藤推簡い|よ跡す行う方盆

・「であ&

範囲

(刊

第2回者査

第3回者査

第4回者査

年隊 者査

中高工員テキスト N即肝REAttJRE2 Ltton7-3 申

中高工貫テキスト NMШ RE2Ltton労 V10 模定教科書内容

中高工貫テキスト NBIVTREA鼠〕RE2 Ltton ll  検定教科書内容

中高一員テキスト N団脚 RE2 Ltton 12  検定教利書内容

評価嚇 見点・
言輌 叫

評価の開劇よ 知識・簡 よ思者・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3項目とす&
具怖曲薇調団よ 慰 日者査を中lb十二 フアイプ吹 単元房スト(る劇期 を自む緊鼠 酢

の取組状況等を適切に活用的 に行現

先生からアドアドイス
C平娼目

。
効  陶

剪功転 ノート釧 又りんなど)

中学3年生では、習熱度月」(希望による)′)人数授業を展開します。標準コースではこれまでの学習と

同様に、基礎・基本の定着を目指した演習や言語活動などを通して学習を進めていきます。発展コースで

はより細かな文法指導やその文法を駆使したより発展的な言語活動などを通して、言語使用場面に合わせ

て学習したことを実践的なものにまで高めていきます。

どちらのコースにも共通して大切なことは、①ラ習②授柴③復習のサイクルを確立することです。家庭

学習は高校進学をネ見里予に入れ 1時間以上を目標に取り組みましょう。ます、①辱習では、単語調べ、文

法問題集 (Basた)をできる範囲でやつてきましょう。ラ習の段階で疑間に,胃、つたことは授業で確認欧 そ

れでも不明な点は授業後に先生に確認しましょう。②授業で|よ 言語活ヨl中は音を大切にしてしつかりと

発音することです。五感をフル活用しましょう。一方、書く練習やまとめの作業では静かに書くことで整

理します。活動の1つ 1つにねらいをもち、けじめをつけて学習しましょう。さらに、ペアなどによる学

び合いの姿勢も大切にし、お互いに高め合つていきましょう。その日学習したことは町夢③復習します。

文法問題集 (Sttndard)をしたり、実練をしたり、教科書を音読したり、文法事項を自分でまとめたりす

るなどの努力を欠かさすしましょう。この毎日の積み重ねが定着につながります。週5時間の授業と毎日

の家庭学習 (1時間以上)をフル活用して、実践的な英語力を身に付けていきましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )

朝 月 学 習 内 容 ]静女

日」

期

4

5

6

7

8

9

Un託 0

Discovera N(測 Side of

Ciassmates.

Un訛 1

VVhatis sp∝ ial aboutJapane

se pop cuituに?

Un詭 2

Howdo you chooseyour

cloth昴?

。1・ 2年の振り返り

。現在完了 経験 完了 継続

・現在完了進行形

2年Bきの復習

Sね要 2

L鴎on 7
FOθゴИ′σtt by9ρ 9月

。現在完了形 (完了。結果

鰊
。
縦 齢 売 )

・現在完了進行形

22

22

Un託 3

Howcan we save animaぽ

SttgeA〔dtthy l

DiscoverJapan

・不定詞

・日本や郷止の文化などについ

て、詳しい情報を加えて説明

することができる。

Ltton 3

Sttting fbrPeace

。名詞

・不定代名詞
。再帰代名詞

5

22

《 第2回範彗 》 《第2回著査 》

阻 Rttd l

A Mothett Lu‖ aby

・場面の変化や登場人物の山情

を読みとる

鰹 4

Un託 4
Howcan we help each other

in a dittteP

・ 間接疑間文 Ltton 9

■lankYou′ KattMurad

°日U置修飾と後置修飾

・分詞の形容詞用法

22

後

期

10

11

1 2

1

2

Unit S

What makesa goodleadeP

・関係代名詞

・後置修飾

睛
―
①

Can MagneL Helpthe

Gr酬貴h ofSo"ean seedギ

22

Sttem2
MyActMvRepO武

。これまでの経験を振り返つて

活動卒侵告を発表することがで

きる。

L-10
ハ散xkJヽた文a肘的nt/Jle

臨 Tme

。関係代筈詞

(主格。目的悟) 22

《第3回者査 》 《第3回者査 》

Un靴 6

Whatdoes l meanto bea

giobai citinn?

・ 1更員己湧長(1配角」νご垣協云) L-11
Alatt M調 蜘 呻

・不定詞の発展白も用法
。に～1lbr―ltO¨ .

・疑間詞+to

・ too～ 位 .プ enOugh to～

・原形不定詞

22

《第4回者査 》 《第4回範彗 》
[ 冬季休業中 ]

Stagem3
Lets Have a Mini Debate

阻 Rttd 2

PowerYour Fu他!e

阻 Rttd 3

Colo市 ng()uLidethe unes

。主張とその理由を明確にしな

がらミニデイベートをするこ

とができる。

・概要を理解呟 自分の者えや

意見を述べることができる。

・人物の歩みや功4質を読み取り

自分の懲想を述べることがで

きる。

L― n12
AVVarStoりE‖erttOm the

Himcッ uri ЫttdentCorps

睛 蜘 ②
AⅥt〕― 肺 蜘 8d

的 鰺 Old睦

・間接疑間、付加疑間

・感嘆文

・仮定法過去

22

《韓 》 《韓 》

3年間の総まとめ 5

《 スプリングチャレンジ 》
総時間誉女 195



令和7年度 岡山県立倉敷天城中学校

第 3学年 道徳年間指導計画

韓 の教育目標 科学的思考力と台H造力を身に付け、21刊野め 社会を各分野で主体的に担つていくことができる生徒の育成
幅広い知破と国際的な蔵党を身に付け、国際社会で活躍できる知的バランスのとれた生徒の育成

豊かな人間性をもち、自分を伸し他を尊重しながら個↑生を伸長する意欲ある生徒の育成
雑

検定教科書「中学生の駒

学年の重点項目 広い視野をもち、何事にも最善郷照くし4オヒR♂)実現を目指して自己の人生御 り開く意欲と亨息度ナど育てる。

月 錦 鱒
鞭

脇 れらい

4

オリエンテーション オリエンテーション 生徒館が主榊 もに楽しく嵩態沼旨Imり細めるよう、意欲を引き航

個性研申長 肝0) 道徳 はしまりの時間 自分と同き合 :
又吉直樹さんや町H中 らゝ、人釦よ自己を見つめて、R竜に悩みながらも、個性を生かし、伸ばしていこうとすることの連続であることに気づき、自らの

向上を図ると

より高い目標を目指す 肝 ④ 夢へのステップー大谷翔平
目標設定シいトカ欽谷選手に与えた影鞘予引 てヽ考えることを通して、日標達成を目指して努力を積み重ねるこ

り開▼Ч争ヽこう

家族の愛構と家族への敬愛 併 (14) 賞ひア占主り
おひだまりの下 C本当の自分の思いを見つめるあずみの,こ情について考えることを通して、雑 σフ愛l青と自らの剤持W増げり念とで生まれる絆こ気づき、自分

よりよ予 て`いこう

S

生命の不B議 D― (19) 十五ダ後の奇跡
繭 ω lない女性の出産という奇跡のような出 留ヽ こついて話し合うことを通しく 人間の力を超えた生命の和懺賎さや尊さにつV《 その離 性く弟耳員

ネL儀の意義 辟 171 挨拶の力
換拶に込められた職 くヽイL鶴の畿 についての意見交流を通しく 相手の人格務 Bア)、 尊懃(屠謝め念を伝える礼儀のよさく状 剪さに気づき、時と場に応して適

ろう

心から信頼できる友達

「

18) ライノラレ
友情をめぐる良をの肛難こ苦しみながらも、それを乗り越えていこうとする啓介と康夫の′己憶を失感的に理解することを通して、をから信頼できる友速つよさや

互 ヤ きヽたセ

8

予ヽじめの残酷さ ← (11) 卒業文集最後の三行
T子さんへのヤヽしめをl摩いる筆者つ 酬報立いて考えることを通しく 人lr世を′よヤ`かHしろにするいしめの残酷さと、そス′′F愚カサFいじめを引き起こすス嗣の弱さ

し

いじめと離 l>(22) 君たちはどう考え、どう生きるか
さまざまな意見を読けく いじめと人間としての生き方lこついて考え、いじめの残酷さくkのl閣こある人間明厨さく執さに気づき、自らの弱さや醜きと向き合

っ怠 それを乗り越えていこうとする道健綸9修度松 う

温めヽ メヽ船 卜 161 六万円のご縁
崎元さん力戦 してくれ,｀ることを知つた猪野屋さんの涙のわけを考えることを通しく 互ヤヽを留、しヽやり、尊重し合う人間愛の尊さに気づき、緻 や りをもつて

ともに、自分を支えて

役割と責イこの自覚 ← (15) 監督がくれたメダル
嫌だったノッタを可導に打つようになつた「不′」のとの外 Bこついて考えることを通して、集団における役割を果たすよさや大切さに気づき、自己の所属する集

7

責任の自覚 卜 (1) ピヨ子
きくらの画働 畝放したこと― 場人物

の姿勢こついて考えることを通して、情報社会における行為と賣任の関係を見つめ直すことの大剪さに気づき、自ら考

安全で調和のある生活 肝9) リアルとネットの利B議
舞実のナ隔 lこ置き換えるとおかしなことがインタ‐ネット上ではよく起きている理由を考えることを通して、1綽臓機器でlま度を過ごしやすくなること

の要濁とよ

り慣重に考えることの大以lさに気づき、節度を守り、安全輔 Hのある生活″凸ろうとする道斜lザβV力を高める。

前期ο)振り返り 前期の自分を顔り返り、今後を考える。

0

国と国どの如 了研 4) C― (18) 海と空―観 つ人々
エアレトゥールル号の話を知つた「不角 の思VW予丼 てヽ考えることを通して、国境を越えて助け合う人間のよさや気高さに気づき、世界の平和と態

の発展のナ_

攻

″綸Sb ← (101 ペビーカー論争
ベビーカー論諄の解猟こついて考えることを通しく 社会生活における

アム鞠 この大切きに気づき、通法精神とそれを支える
ノム鞠 bを大ワlにして、誰も力磐 らしや

す
～
安ヽ定した社会の実現こ努める道碗軋は度を養う。

本目―
をと雫める意義 卜0) 目の見えない白鳥さんとアートを見にいく

目の見えない白鳥さんとのは 体験lとおける鑑賞拗 変イB予ついて考えることを通して、いろいろなものの以
●考え方を学ぶことで自己を高め,ヽけることに

勤労の意義 ←(10 分身ロポットカフェヘようこそ
分身ロボットカフェで働く酒井さんの思いを考えることを通して、自分の能力を発揮しく 社餌とお加することて得られる勤労の蜘 に気づき、勤労を

10

卿ビヤヽく。りの心 }⑥ 月明りで時 た夜汽車
と兜 ヒー ちを察して電気を消す

Y先とと、そイ】引 して声をあげ拍手を送る先生たちの思ヤヽこついて考えることを通して、相手の自帥こなら
'と

ヤ思いやりの

生命倫理をめぐる高藤 防 (19) ド井
二つの投書のま乃羽脚自こある命に対する感じ方や考え方を探り、生命イ倫理のF,電 lこついて考えることを通しく 人間の生命は多面的・多角的にとらえる

ことが

責lとある準鰤r 卜 (1) リクエスト
自分たちの軽はずみな行為を悔やむ伊藤君たちのを的 に理解することを通しく 自衛鞠鶴評猟許断と費にの大夕lさに気づき、自主的によく考えて準断

法やきまりの意義 ← (101 魂 朔 氏
元さん力t通の朝 らヽ「この晴こなつて初めて考えさせられること」について考えることを通して、法や!ま りに中 を守るなと立法されナ‐働 あ`

ることに気づき、

11

理想を追V求める 肝8) 尉 こ立つライオン
r風,こ向力つて立つライオンでありた▼Ⅵと願う「棋1の生き方について考えることを通して、メとの理想雄 ヤヽ求める生き方を支える意志持希蟄こ気づき、自

′と,再らのl識 B― (8) 人螂
進路週択て相手を信じること力驚きずにすれ速う 人の,L常を考えることを通して、互ヤめ k問性を信して思ヤヽを伝え合える信頼の大切さに気r)き、互しヽ 朝

探究して新しいものを4み出す 卜 15) ′l勲さI:r缶、宇宙へ行く
紺 食さぼ缶の開発に取り絶しだ生徒たちり殷 Wこついて考えることを通して、新しい可能性企の舞奇 L剰衆舟Lのよさく次 切さに気r)き、真理を探究けく 新

てヽ こ`う

大同としての生き方・あり方 レ921 人の弟子
フキノトウを見て再趣しようとする道信魚 純白の白百合を見て涙を流す智行り殷 こヽついて考えることを通しく 自己のヨ母さく載さを乗り越えようとする人間

の強さや気高さに気づき、人間としてよりよく生きるま姥見ヤだしていこうとする鰤 を塔う。

12

雑 員として ← (14) 鞘 野ヽ
事l青を|ユ電vヽた象の主チめ観点から、 「不角 航 母の印 こヽついて考えることを通しく 漁 愛ヽ!rSttl辞した家族のよさに気づき、感謝と徴魔の念をもつて家庭

自然との共生 l)1201 協轡慧Dこと
襟幾の人々による自然再生の取り組みを知り、人編け力i自然と共存していくことについて話し合うことを通して、自然の崇高さや自然環境を大切にする

ことの意義

判ヒ告憩獅罰と剰ヒ含遇邸棒 鈴 (1妙 ゼロ・ウェイストの町―笛島県上膀町
ゼ ロ ウェイスト政策を推進する上脚 の人々の騨 を`考えることを通しく 動 、ン主榊 旬に移画し、多くの人々と助け合サヽオFが ら格 朝蹄 を深域 社会

より

後期の振り返り 後期の自分を振り返り、今後を考える。

1

心の通し冷 い 隣 16) あるフE日のこと
披拶板に深々と頭を下げる′少年を目撃しナ_― ,國lを共職的に理解することを通して、人と人のィ鰊碗融捨ヤつよさに気づき、人lま互ヤW故え合つて生きてい

融やり

人が生きるということ l>(191 誰かのために
残リオメす切サェロ押翻を子どもたちのために迎瑠こ生きようとする目の姿から、 鼎勤つために生きるJこ とについて考えることを通して、生命の尊さを有服性や関

翔 ∫ミコl顧のなし革上AΔ 併 (11) オ、ルツン・マンデラ
ネアレツン・マンデラが目指した理想の実乳こついて考えることを通して、差別する人間の弱さと

エェlす対 しる者の強さに気づき、正義と公正さを重んし、甜酬 し

自分の弱さや醜さに気づき、それを乗り越えようとし担弥御のほいを考えることを通して、人岡としての諮りある生き方のよさ(負高さに気づき、自らも弱さや

よりよく生きて帝ヽこ

2

大旧〕としての語りある生きヅ レ92) 響け、不/、のトロカぶ―ン

魯統文イヒを守り受け継ぐ ← (171 運命
`の
木 ―

'母

缶
'成

の対 主
畑麗脚りむ t墓められ _々人々の思V蛯洪摺的I弱郷すること税 して、先人の残した困魔期り 大切さと書 しお狩 り受け継いていくことの謙謝

こ気づき、我が

灘 鯰 D― 121) メジロ
メジロの命を奪つてしまつた「不ユJの恩ヤヽを共感的に理解することを通して、人明に1よ人(π)力を超えたものを索直輔 醜 り、伊湖 lう

′し切Hあることに気づき、

生命の革さ

「しつち― Jに込められ色剣 I中学校
の生徒たちの14土 lめ村する思叫こついて考えることを通して、そ妍也lこ生きる人々を育んできた郷土カイ弓うる多様

'お

観厨

8

郷土を愛する思い 併(10 千年先のふるさとへ P白城県女l‖町

自己の生き方を考える 肝 (1) ′lヽさオよ手鋭
筆者の考えを知り、道徳科でば学習を振り返ることを通して、自朝 聴 人醐 渾に基づく自己嵯 き方務 える大

‐切さに気づき、翻 自党に支え

らオ切t

すべて SDCsの視点から持縦可能な社会に向けて
帥 輯離釦つ実現こ関わるア)と lu切′感 電について考えることを通して、自然との共生 す

べての人々の自由と平気 そして勤 螂 追茫日車,実勇2大切さに

1年間の振り返り 1年間の自分をふり返り今後を考える



教 科 名 年間授業時数 学  年

サイエンス (課題研究 ) 39 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業

松末昌樹

平井敬貴

森 逸美
奥野晃司

吉本亜希穂

土井夏美

小山有紀

岡田紘典

木挽屋菜摘

武下晃慎

有和仁美

鈴木浩司

加門敏弘

目  標

生徒が自ら問いを立て、情報を収集・整理・分析 し、論理的に思考 し

ながら課題 の解決 を図る探究的な学びを通 して、主体的に学ぶ態度や課

題解決能力 を育成す る。また、調査 。実験・発表などのプロセスを通 じ

て科学的に調べ る能力 と態度を身に付 け、情報活用能力、コミュニケー

シ ョン能力、協働的に学ぶ力を高めるとともに、自己の興味 。関心を深

めながら将来の進路選択への意識 を高める。

学習のね らい

①課題研究において探究内容を社会科学、人文科学、自然科学に分類し、文

献の調査の方法を身に付けるも

②文献調査をヒントに探究課題を設定して課題意識を持たせるとともに、様

々な解決方法を考えさせることによつて論理的な思考力を身に付ける。

③論理的思考力を構成する様々な推論形式 (ピアジェの形式的思考操作)

を強化することによつて、認知能力の促進・加速を図る。

④研究発表会、論文集を作成し、 3年間のサイエンス・グローバル・AMAKI
学・各教科の学習の集大成とする。

評価の観点

①課題解決のために様々な解決方法を考えようとする態度が身に付いている。

②課題を解決するために実証的、論理的に考えたり、分析的、総合的に考

察したりすることができる。

③形式的思考操作ができる。

④他者の意見を参考にして論理的な思考や判断をし、自分の考えを論述する

ことができる。

⑤自分の意見を適切にまとめ、効果的な発表ができる。

先生からア ドバイス

(授業の受け方、ノー

トの取 り方など)

。積極的に授業へ参加 し、自ら学び、自ら表現する力を身に付けましょう。

・課題探求の過程では、答えが一つには決まらない課題も出てきます。柔軟

な発想や調査活動を通 して様々な可能性をしつか り考えましょう。

・仲間や先生 との議論を通して、批判的、複眼的、分析的に考え、自分の

考えを論文で発表 しましょう。

・グローバルで学習 している言語技術の手法 とサイエンスで学習 した科学分

析方法を利用 して、自分が研究したい内容 (各教科で得た知識)について
意見が言えた り、文章が書けたりするようになりましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業 )

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

9

・方針説明
。ゼ ミ開講・ゼ ミ内の計画方針
。テーマ・リサーチクエスチョン探 し
。テーマ・リサーチクエスチョンの年央定

。テーマ・リサーチクエスチョン検討会
。文献調査など各自の活動
。研究計画を立てる。
。調査や ヒア リングを行 う。

・ 研 究 中間報告

・調査、研究

。調査結果 をま とめ る。

4

4

4

3

4

。ゼミ内の年間計画を立て、組織的、効率的に

活動できる環境を設定する。

・担当教師としつか りとディスカッションをす

る。

・文献調査から導かれた新たな課題について個

人で探究活動をすすめる。

・ゼ ミ担当者がア ドバイザーとなり、探究方法

などについて計画を立てる。

・ ヒアリング調査、質問調査、インタビュー調

査や実験など体験を通 して課題を解決 してい

く。

。文献やインターネットを使つて情報を収集すること

ができる。

・集めた情報を人にどのように伝えるかその内

容のまとめ方を習得する。

後

期

1 0

11

1 2

1

2

。論 文作成 の準備 をす る。

・ 粗原稿提 出

・ 論 文修正

。研究論文集の作成

。ポスターの作成

。発表準備

・課題研究発表会

5

4

3

4

4

Thinking Science、 グローバルの授業で学習

した科学的分析方法や、パラグラフライティ

ングの手法を用いて調査探究をした内容につ

いて論文を作成する。

・フ
°
レセ
゛
ンテーションの技能を身に付ける。

。研究の成果をまとめる

。1年間の研究成果を発表する。

総 時 間 数 39


